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トインジヶ―ターを規ねじの

両端と中央部の外周に当て

上下方向または前後方向の

すべり面からの距難の最大

菱を,則 定値とする。
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親ねじ軸方向

の動き

親ねじの末瑞センタ六:こ鋼

球を入れ, その鋼球にテス

トインジケータを当てて親

ねじに半害りリナットをかみ

合わせ,往復台を左および

右に移動させて,そ れぞれ

の場合:こ お:す る親ねじの回

転中の読みの最大菱のうち

大きい方を測定値とする。
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親 ね じのビ ノ

チ
親ねじに半割 リナットをか

み合わせて回転させたとき

その回転により往復台の移

動すべき距離と実際 l_移動

t´ た距難との差 を,一定の

長さの端度器とテス トイン

ジケータで少なくとも親ね

じの中央および両端の 3箇

所で測定する,た だ し,機
械に取り付ける前に,こ の

測定方法と同等以上の方法

で親ねじを測定 したときは

この測定を省P各 することが

できる。

300:こ r,い 1こ

Ⅲ銀卜島

備 考  最大基 と:ま,指定された測定方法によって得 られた最大値と最小値との差をいう。


